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夏はやっぱり水遊び !

ジャブジャブ
池が

オー プンします

夏
の
暑
い
日
と
い
え
ぱ
や
っ
ぱ
り
水
遊
び
。
プ
ー
ル
や
海
も
良
い
け
れ
ど
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
水
遊
び
出
来
る
場
所
が
身
近
に
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
?
　
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
と
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
が
7
月
2
0日
か
ら
順
次

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
・

ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
っ
て
な
に
?

お
子
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
水
に
親

し
め
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
と
ち
び
っ
こ
プ
ー

ル
。
公
園
内
に
あ
る
の
で
、
散
歩
の
つ

い
で
に
ち
ょ
っ
と
「
水
遊
び
」
な
ん
て

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
深
が
4
0

㎝
以
下
と
浅
い
の
で
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
で
も
安
全
で
す
。

楽
し
み
か
た
は
い
ろ
い
ろ

あ
な
た
し
だ
い
で
す
!

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
は
、
区
内
に
1
6カ

所
あ
り
、
種
類
も
プ
ー
ル
型
の
も
の
か

ら
噴
水
池
な
ど
豊
富
で
す
。

開
放
期
間
中
の
ち
ぴ
っ
こ
プ

ー
ル
と
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池

は
、
毎
日
水
を
入
れ
か
え
ま

す
の
で
、お
母
さ
ん
も
安
心
。

気
軽
な
水
遊
び
場
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ち
び
っ
こ
プ
ー
ル

、

ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

水
と
緑
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

△ 東和親水公園 △ 見沼代親水公園

△ 梅田亀田公園 △

新
庁
舎
で
も

公
社
施
設
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

新
庁
舎
1
階
に
あ
る
公
社
窓
口
で

は
、
以
下
の
公
社
事
務
の
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
保
養
所
の
受
付

▽
専
用
(
ガ
キ
に
よ
る
申
込
(
抽
選
)

奇
数
月
に
、2
・
3
カ
月
先
の
利
用
分

の
申
込
を
受
付

▽
空
室
の
利
用
(
一
般
受
付
)
抽
選
後

は
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
か
ら
、翌
月
、

翌
々
月
の
利
用
分
を
受
付

□
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
球
場
、
運
動
場

の
受
付

▽
専
用
(
ガ
キ
に
よ
る
申
込
(
抽
選
)

毎
月
2
カ
月
先
の
利
用
分
の
申
込
を
受

付▽
一
般
受
付

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
毎
月
第
3
水
曜
日
か

ら野
球
場
、
運
動
場
は
毎
月
第
3
水
曜
日

の
翌
日
か
ら

□
庁
舎
ホ
ー
ル
の
受
付

使
用
月
の
6
カ
月
前
か
ら
開
始

※
使

用
に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
ホ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

葦
立
ち

翔
け
!
　倉
澤
利
彰
君

去
る
4
日
、
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪

の
水
泳
4
0
0
m個人
メ
ド
レ
ー
の
代

表
選
手
と
な
っ
た
倉
澤
利
彰
君
の

壮
行
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。

倉
澤
君
は
足
立
区
生
れ
の
足
立

区
育
ち
。
栗
原
北
小
、
十
四
中
の

卒
業
生
で
す
。
4
年
前
に
会
っ
た

時
よ
ひ
背
丈
も
伸
び
、
体
格
も
が

っ
し
り
と
し
て
一
段
と
逞
し
く
な

ら
れ
た
の
に
驚
き
ま
し
た
。
水
泳

を
始
め
た
の
は
喘
息
予
防
の
た
め

だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
か
、
小
学

生
に
な
る
と
好
記
録
を
続
出
し
、

全
国
大
会
で
優
勝
。
高
校
一
年
の

時
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
の
代
表
に

選
ぱ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時

は
「
ス
タ
ー
ト
台
に
た
っ
た
ら
頭

の
中
が
真
白
に
な
っ
て
、
何
が
何

だ
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
と
の

こ
と
。
五
輪
の
魔
性
と
い
う
か
、

独
特
の
雰
囲
気
と
重
圧
感
が
あ
る

ぷ
つ
で
す
。

そ
の
後
、体
調
を
崩
さ
れ
た
が
、

見
事
に
克
服
し
、
こ
の
た
び
の
代

表
に
選
ぱ
れ
ま
レ
た
。
4
年
に
一

度
し
か
な
い
五
輪
に
出
場
す
る
に

は
、
よ
ほ
ど
の
精
進
と
少
し
ば
か

り
の
幸
運
が
必
要
と
い
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
2
度
ま
で
も
成
し
遂

げ
た
倉
澤
君
の
努
力
と
精
神
の
強

さ
に
心
か
ら
拍
手
そ
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
倉
澤
君
、
ど
う
ぞ
、

五
輪
で
泳
ぐ
と
い
う
こ
と
を
楽
し

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。
世
界
の
青

年
と
競
う
君
の
姿
に
、
足
立
の
子

供
達
は
夢
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
す
。

区
長
　古
性
直

◎ あだち広 報は毎 月5日 ・15日号は新 聞折込、25日 号はシル バー人材センタ ーによる各 戸配布
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保
健

ガ
イ

ド

乳
が
ん
体
験
者
交
流
会

体
力
づ
く
り
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方

法
に
つ
い
て
の
話
と
、
し
び
れ
な
ど
の

悩
み
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
の
情
報
交

換
を
行
い
ま
す
。

対
象
=
乳
が
ん
の

回
復
者
お
よ
び
治
凍
中
の
方

日
時
=
7

月
1
0日
(
水
)
、
午
前
1
0時
1
正
午

定
員
=
2
0人

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

養

成

講

習

会

す
こ
や
か
な
食
生
活
の
た
め
に
、
食

品
の
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
や
健
康
づ
く
り

を
学
び
ま
す
。こ
の
講
座
を
終
了
さ
れ

た
方
は
、
栄
養
士
と
と
も
に
、
地
域
の

な
か
で
食
牛
語
の
案
内
人
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
ぐ
予
定
で
す
。

日
程
等
=

表
1

対
象
=
食
生
活
改
善
に
熱
意

あ
る
女
性
ま
た
は
栄
養
士
の
資
格
を
有

す
る
方
。た
だ
し
、
全
日
租
(
1
0日
間
)

参
加
で
き
る
方

定
員
=
3
0人

費
用
=

無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加

の
励
機
、「
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
養
成

講
習
会
」
希
拏
と
明
記

期
限
=
7
月
1
5

日
必
着

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

〒
m
一伊
興
町
前
沼
1
1
5
7

―
6

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表1　 食生活コンダクター養成講習会日程

※ 時間はいずれも午後1時30分～3時30分
上記以外にも5 日間の自主学習活動を行います

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　
わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
パ

ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血
液

・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活

環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程
等
=
表
2

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

表2　 住区健康フェスティバル日程

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

続
・
差
別
を
な
く
す
運
動
⑥

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の

施
行
に
対
し
、
昭
和
5
6年
1
2月
に

出
さ
れ
た
国
の
同
和
対
策
協
議
会

の
意
見
具
申
は
、
一
応
の
評
価
を

し
な
が
ら
も
、一
方
で
生
活
環
境
、

産
業
基
盤
等
の
改
善
整
備
事
業
が

な
お
数
年
を
要
す
る
こ
と
や
、
結

婚
、
就
職
の
差
別
が
依
然
跡
を
絶

つ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
、
広
く
国
民
の
理
解

と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
新
し

い
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
。「
地
域
改
善
対

策
特
別
措
置
法
」
が
昭
和
5
7年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
旧
法
が
施
行
さ

れ
て
い
た
1
3年
間
に
わ
た
る
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
な
お
残
さ
れ
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
従
来
の

施
策
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
旧
法
と
同
じ
く
、
国
民
的
課

題
で
あ
る
同
和
問
題
の
根
本
的
な

解
決
を
目
標
と
し
た
同
和
対
策
審

譖
会
答
申
の
精
神
を
受
け
継
い
だ

も
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担

当
へ
。

宿 泊 施 設 イン フォメ ー ショ ン

9・10月分の
利 用 案 内

申
し
込
み
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左
下
表
)

で
受
け
付
け
ま
す
。申
込
=
公
社
の

各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ
(
5
0

円
)
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送

ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限

り
ま
す
)
期
間
=
7
月
1
日
～
1
0
日

必
着
(
抽
選
結
果
を
7
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
)

受
付
=
当
選
者
は
8
月
8

日
ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ

る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

□
9
・
1
0
月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
8
月

9
日
)
か
ら
「あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」で
予

約
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施
般

で
も
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
6
・
7
・
8
月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申
し

込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

● 各施設利用案内　9 ・10月利用分

※ 公社施設ですでに購入済みの宿泊施設抽選申し込みカード( 専用ハガキ) には「鋸南自然の家」・「山中湖林鶇学園」の表示がないものかありますが、使用できます。
施設名欄に「鋸南自然の家」。「山中湖林間学園」と記入し、申し込んでください/ 利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします

● コミュニティ文化・スポーツ公社一覧表

● 受付時間=①～⑲は午前9時～午後8時、⑳は午前9時～午後5時、
⑳⑳は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館) 、⑳は午前9時～午後5時( 土・日・祝日を除く)
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精
神
保
健
講
演
会

中
高
年
の
う
つ
病

う
つ
病
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ス
ト
レ
ス
や
過
労
の
多
い
現
代
の

代
表
的
な
こ
こ
ろ
の
病
気
の
う
つ
病
に

つ
い
て
、正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

内
容
=

う
つ
病
の
症
状
、
治
療

、
周

囲
の
対
応

日
時
1
7
月
3
日
(
水
)
、

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
講
師
=

田
代
芳
郎
氏
(
東
京
足
立
病
院
精
神
科

医
師
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

7
月
の
献
血

日
程
等
=
表
3
時
間
=
午
前
1
0
時
～

1
1
時
3
0
分
、午
後
O
時
3
0
分
～
3
時
3
0

分

問
先
=
東
京
東
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

保
健
予
防
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表3　7 月 の 献 血

食
中
毒
、い
ま
が
一
番
危
険
な
と
き

大
き
な
食
中
毒
が
連
続
発
生

4
月
、5
月
と
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
よ

る
食
中
毒
で
死
亡
す
る
事
件
が
続
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
関
西
地
方
で
は
広
域

的
に
病
原
性
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
が

続
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑
い
季

節
は
、
手
を
良
く
洗
う
、
な
ま
物
は
な

る
べ
く
さ
け
る
な
ど
。
特
に
食
中
毒
に

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
足
立
保

健
所
衛
生
指
導
課

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

健康カレンダー 7月の予定

東
部
・
西
部
障
害
者
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る

専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
療
法
士
、
看
護
婦
等
リ
(
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
員
が
障
害

に
係
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

相
談
、
指
導
、
専
門
機
関
の
紹
介

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
離
病
等
で
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
身
体
機

能
や
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て

□
言
語
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
病
等
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら

い
方
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

と
り
方
に
つ
い
て

□
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
手
、
義
足
、

つ
え
、
車
い
す
等
の
制
作
、
修
理

・
福
祉
機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
排
せ
つ

動
作
等
を
行
い
や
す
く
す
る
よ
う

な
道
具
の
紹
介

、
制
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路

、
就
労
等
の
相
談

や
福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に

つ
い
て

こ
の
ほ
か

、
個
人
の
状
態
に
応

じ
た
リ
(

ビ
リ
通
所
訓
練
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た

、
通
所
訓
練
に

つ
い
て
の
相
談
も
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す

。

※
送
迎
パ
ス
を
利

用
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い

場
・
問
先
=

▽
国
道
4

号
線
(

日
光
街
道
)

の
東
側
お
よ
び
千

住
地
区
の
方
・
:
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

▽
4
号
線
西
側
お
よ
び
小
台
・
新

田
・
宮
城
地
区
の
方
・・・
西
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。/
営
利
・
宗
教
・
政
治

目
的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千

円
を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が

不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん

/
1
団
体
1
事
業
/
3
カ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、
使

途
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/

掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
糟
順
/
催
し
物
の

締
め
切
り
は
、
発
行
日
の
1
カ
月
前

投
稿
・
問
先
=
広
報
課

※
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

〒
圃
中
央

本
町
1
―
1
7―
1
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
6

日

(
土
)
/

展
示
…
正
午
か
ら

。
野
菜

、

花
の
即
売
・・・
午
後
1

時
か
ら
/

区
役
所

ア
ト
リ
ウ
ム
/

自
動
車
で
の
来
庁
は
ご

遠
縁
く
だ
さ
い
/

足
立
農
業
協
同
組
台

(
3
8
8
7
)
7
5
0
1

☆
あ
け
ぼ
の
ま
つ
り
7
月
7
日

(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
バ
ザ

ー
、
模
擬
店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
/

う

め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

☆
第
1
3
回

「
四
季
展

」7

月
1
3
日
1
1
9

日
/

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
油

絵
、
水
彩

、
日
本
胃
ほ
か
/

初
心
者
出

品
歓
迎
/

矢
沢

(
3
8
9
8
)
6
8
0
8

=
募
集
=

☆
囲
碁
入
門
教
室

毎
週
金
瞳
日

、
午

後
7

時
～
9

時
/

東
伊
興
住
区
セ
ン
タ

ー
ほ
か
/

無
料
/

大
屋

(
3
8
5
5
)
0
9
6

☆
い
ず
み
コ
ー
ラ
ス

毎
週
木
曜
日

、

午
後
L

時
1
3

時
、
/

舎
人
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/

入
会
金
千
円

、
月
額
1

千
円
/

内
山
　
(
3
8
5
6
)
8
5
6
3

☆
高
齢
者
手
作
り
手
芸
(
が
ん
ば
る
会
)

第
2
・
4

土
曜
日

、
午
前
1
0
時
1
正
午
/

竹
の

褫
駅
西
口
付
近
/

月
額
千
円

(教
材
付
き
)
/

小
宮

(
3
8
5
5
)
2
8
0
3

☆
社
交
ダ
ン
ス
(

若
葉
会
)

月
4

回

土
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
梅
島
小

学
校
体
育
館
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
円
/
猪
口

(
3
8
8
0
)
2
5
8
1

☆
興
本
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
週
水
曜

日
、
午
前
扣一時
1
1
1時
3
0分
/
興
本
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
刪
円
/
市
村

(
3
8
4
0
)
5
7
1
8

☆
い
ず
み
会
毎
週
水
曜
日
、午
前
9

時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
/
う
き
う
き
館
ほ

か
/
近
代
泳
法
、
日
本
泳
法
/
初
心
者

勦
迎
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2
千
沺

円
/
野
地

(
3
8
8
4
)
6
7
9
1

☆
足
立
区
バ
ト
ン
チ
ア
ー
連
盟

小
学

生
以
上
/
区
内
数
カ
所
の
バ
ト
ン
サ
ー

ク
ル
で
活
動
し
ネ
す
/
野
口

(
3
8
8
9
)
8
5
5
2

☆
体
操
と
(
イ
キ
ン
グ
(
牛
ス
ゲ
会
)

毎
週
火一
日
、
午
後
1
時
3
0分
I
3
時
/

保
坂
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、(
イ
キ
ン
グ

を
月
一
回
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

円
/
前

(
3
8
8
4
)
9
6
0
9

☆
ち
ぴ
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ー
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
木
曜
日
、午
後
6
時
～
7
時
/
千

寿
桜
小
学
校
体
育
館
ほ
か
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
3
千
濶
円
/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

☆
着
付
(
足
立
着
物
愛
好
僉
)

毎
週

火
曜
日
、1
日
3
回
(
朝
昼
夜
)
/
北

綾
瀬
駅
付
近
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/
山
崎

(
3
6
0
6
)
6
5
3
7

☆
さ
く
ら
会
毎
週
月
曜
日
、午
後
7

時
～
8
時
3
0
分
/
千
寿
第
五
小
学
校
音

楽
室
/
日
本
の
童
謡
、
唱
歌
、
叙
情
歌

な
ど
を
歌
い
ま
す
/
月
額
千
円
(
小
甲

学
生
は
無
料
、
た
だ
し
保
霞
者
同
伴
)
/

野
寺
　
(
3
8
8
6
)
0
3
5
5

☆
洋
裁
(
東
洋
会
)
第
2
・
4
金
曜

日
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
哨
円
/
久
保
野
谷

(
3
8
8
2
)
1
7
4
4

☆
手
あ
み
サ
ー
ク
ル
(
二
ツ
テ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
)
月
3
回
水
曜
日
、午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
/
伊
興
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
哨
円
/
池

田
　
(
3
8
5
3
)
6
2
4
7

☆
押
し
花
の
会
(
花
く
ら
ぷ
)
第
―

・
3
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
梅

島
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
哨
円
/
湯
沢

(
3
8
4
9
)
0
5
0
9

☆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ギ
ル
ド
(
キ
ル
ト
フ

レ
ン
ド
)

第
1
・
1

羅
日
、
午
後
2

時
～
4
時
/
保
塚
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
2
千
円
/
小
田

(
3
8
8
3
)
9
3
1
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ダ
ン

ス
)

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
1
9

時
/
西
部
区
民
ホ
ー
ル
ほ
か
/
初
級
・

中
級
の
方
/
入
会
費
千
円
、
月
額
3
千

測
円
/
坂
井

(
3
8
9
7
)
8
6
5
0

☆
パ
ス
テ
ル
画
サ
ー
ク
ル
(
あ
じ
さ
い
)

第
1
・
2
・
3
水
皿
日
、
午
後
F
時
I
4

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
千
瞋
円
/
伊
勢

(
3
8
8
1
)
9
8
0
7

☆
鹿
浜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
月
3

回
日
曜
日
、午
後
3
時
～
5
時
/
年
会

費
千
円
、
月
額
3
千
円
/
吉
川

(
3
8
9
7
)
8
0
5
0
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改 修 工 事

が終 了
気持 ちいい汗流してみませんか

生まれ変わった

総合スポーツセンターへおでかけください
区
内
で
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
施
般
の
縮
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
、
2

年
3

ヵ

月
に
わ
た
る

改
修
工
事
を
終
え
。
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
L

プ
ン
。
施
設
内

霽
を
さ
ら
に

充
実
謇
せ
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

を
蘂
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
汗
を
漑
し
た
あ
と
に
、
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ

げ
る

ロ
ビ
ー
や

サ
ウ
ナ

、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
は
ク
ーフ
ブ
(
ウ
ス
も
完
傭

。
様
々
な
メ
ニ
a
-

を

取
り
そ

ろ
え

、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み
た
い
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
ど
ぅ
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

個
人
利
用
は
当
日
受
付
に
申
し
込
み

大
体
育
室
と
小
体
育
室

個
人
利
用
が
で

き
る
種
目
は
、
卓
球

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ーバ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
な

ど
が
あ
り
、
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き

巾
チ

。申
し
込
み
は
簡
単
。
当
日
、受
付

に
申
し
出
て
手
続
き
す
る
だ
け
で

す
。

団
体
利
用
の
場

合
は
、
グ
ル
ー
プ
を

あ
ら
か
じ
め
登
録
し

、
利
用
月
の
2
ヵ

月
前
の
抽
選
僉
で

申
し
込
み
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
な
い
団
体
は
、
柚
罩
僉

の
翌
日
か
ら
予
約

を
受
け
付
け
ま
す

今
回
の

改
修
で

。
大
・
小
体
宵
靈
の

冷
暖
房
化
も
行
わ
れ
、
快
画
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
で
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
実
施
中

光
を
い
っ
ぱ
い

に
取
り
入
れ
た
明
る

く
広
い
室
内
に
は

、
春
夏
秋
冬
を
表
わ

し
た
レ
リ
ー
フ
が
飾
ら
れ

、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
も
増

設
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ス
レ
チ

ッ
ク
ル

ー
ム
は

、
登
録
制
(

直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

、1
6
箴
以
上

の
万
)
。
佃
人
の

目
的
に
応
じ
た

メ
ニ

ュ
ー
を
ト
レ

ー
ナ

ー
と
一
緒
に
考
え
、

ト
レ

ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ン

等
を
使
っ
て
体

力
づ
く
り
を
行
う
個
人
ト
レ

ー
ニ
ン
グ

と
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
を
取
り
入
れ
た
一

斉
掴
導
の
ヘ
ル

ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
で

は
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
無
科
で

皆
さ
ん
の
健

康
管
理
等
も
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

・
一

康
チ
ヱ
ツ
ク

日
時
=

毎
週
水
曜
日

、
午

前
9
時
3
0
分
I

午
後
7

時

内
容
=
血
圧
・
脈
拍
・

体
脂
肋
・
肺
活
量

等
の
測

定
と
尿
倹
査

一

健
康
体
力
づ
く
り
相
談

日
時
―
毎
日
、
午
前
9

時
I
午
峻
5

睥

東
一

話
相
訣
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す

内
容
―
自
分

に
合
つ
た
運
動
は
回

か
を
知
り
た
い
方
に
、
ピ
ッ
タ
リ
合
う

運
動
を
ト
ー
タ
ル
で

考
え

、
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す

口
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
と

ス
リ
ー
・
オ
ン
・
ス
リ
ー
を
新
設

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
北
側
の
地

上

駐
車
耨
に
、
恭
壽
向
け
の

施
設
と
し

て

、ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
(
イ
ン
ロ
ー

ラ

ー
ス
ケ

ー
ト

ー
一
輪
車
等
も
可
能
)

と
ス
リ
ー
・
オ
ン
ース
リ
ー
の
コ
ー
ト
2

面
を
つ
く
り
ま
し
た
。
7
月
か
ら
、
地

上
畦
車
場
と
し
て

使
用
し
な
い
場
合
の

利
用
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
自
由
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
互
い
に
ル
ー
ル

を

守
っ
て
仲
良
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
は

、
正
午
か
ら

午
後
6

睥
ま
で

自
由
広
場
と
な
り
ま
す

の
で

、
こ
ち
ら
も
自
由
に
お
便
い
い
た

だ
け
ま
す
(

午
前
と
夜
間
は
団
体
利
用

か
で
き
ま
す
)
。

そ
の
事
つ
り
を
ぐ
る
り
と
囲
む
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ

ー
ス
も
お
す
す
め
。
内
ま
わ

り
1

周
が
朷
・
9
5
m
で
崩
周
す
れ
ば
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
。
外
`
お
り
は
1

周
珈
m

で
す
。
澄
ん
だ
空
気
の
中
で

、

自
分
の
ペ
ー
ス
で

歩
く
人
、
走
る
人
、

好
み
に
よ
っ
て

様
々
な
楽
し
み
方
が
で

き
ま
す
。
自
分
の
ペ

ー
ス
で
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
て
み
る
の
も
い
い
か

も

し
れ
ま
せ

ん
。

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
く
つ
ろ
ご
う

屋
外
に
は
、
全
天
揆
型
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

が
8
面
あ
り
(
2

面
は
ナ
イ
タ
ー

照
明
付
き
)
、壁
打
ち
の
練
目
ボ

ー
ド
も

完
備

。
グ
ル
ー
プ
や
佃
人
で
桑
し
む
こ

と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ト
に
隣
笹
し
た
ク
ラ
ブ
(

ウ
ス
に
は

、シ

ャ
ワ

ー
の
あ
る
更
衣

室
も

あ
り

、汗
を
呪
い

訛
し
た
あ
と
は

、

談
話
室
で
ゆ
っ
く
り
お
し

ゃ
べ
り
が
で

き
ま
す

。ま
た

、会

議
室
(
有

科

、予
約

制
)
は

、ク
ラ

ブ
や
サ

ー
ク
ル
の
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
豕
す
。

こ
の
ほ
か
楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ

7
月
1
日
か
ら
9
月
1
5
日
ま
で
は
、

屋
外
プ
ー
ル
も
開
般
。
S
m
X
2
0
m
の

競
泳
用
プ
ー
ル
と
水
深
3
0
`
の
幼
児
用

プ
ー
ル
が
あ
り
啄
y
。こ
の
ほ
か
、ア

ー
チ
ェ
リ
ー
場
と
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
場
も

塵
蠏
さ
れ
て
い
ま

す
。

寥

だ
、
瀑
匐
を
楽
し
ん
だ
あ
と
に
、

ぜ
ひ
利
用
し
た
い
の
が
。
全
面
改
修
さ

れ
た
ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
。
1
8
綫
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま

す
。
汗
を
洗
い
流
し
、
痩
れ
を
い
や
し

た
ら
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で

く
つ
ろ

げ
る
休
憩
ス
ペ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ち

ょ
っ
ぴ
り
優
雅
に
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
日

時
・
利
用
科
金
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

湍; 7 怎フ
ご グぶ ぷ

施 設 内 容
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で
得
し
ち
ゃ
お
う

佃
人
利
用
の
方
が
使
用
で
き
る
「足

立
区
体
育
施
設
共
通
滯
(
下
表
)
」を
ご

存
知
で
す
か
。こ
れ
は
、総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
(
畦
車
場
を
含
む
)
、ス
イ

ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
駐
卑
抽
夸
含

む
)
、千
住
温
水
プ
ー
ル
、柬
綾
瀬
公
圃

プ
ー
ル
、各
地
域
体
育
館
な
ど
区
の
全

体
胄
鹿
設
で
利
用
で
き
る
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
で
罵
6
月
!
日
か
ら
、
お
得

な
畠
‥
條
添
薪
設
。
さ
ら
に
、
畉
甲

塀
ζ
サ
ウ
ナ
で
も
こ
の
カ
ー
ド
が
利
用

?
鳶
w
9
を
コ
に
な
n
I
C
た
。

※ 現在お持ちいただいている共通券は、
そのまま利用できま覃

地
域
商
業
発
展
の
中
核
拠
点
を目
指
し
て

千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画
(
2
)

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
防
災
施
設
・

ホ
テ
ル
・
公
共
駐
車
場
を
建
設

本
計
画
の
対
一

は

、
千
住
本

庁
舍
・

産
業
振
興

館
罫
と
こ
れ
ら
に
恥
接
す
る

地
権
者
を

含
め
た
街
区
(
A
)

な
ら
び

に
北
側
の
衛
生
部
分
童
の

あ
っ
た
街
区
(
B
)

で
す

。
敷
旭
面
積
は

、A

街
区

約
5
千
鴎
S

、B

街
区
約
刪
㎡

、
討
5

千
聊
S
と
な
り
*
チ

。

A
街
区
は

、
旭
下
2

階

、
地
上
1
8
階

で

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
・
足

立
信
用
金
廱
本
巴
が
入
り

、
地
下
に
は

畦
車
場
を
祭
鰐
し
ま

す

。B
街
区
は

、

防
災
施
設
(

臠
蓄
童
廱

鴪
S
・
防
火
水

槽
川
t
)
と
タ
ワ
ー
式
駐
車
場
と
な
り
、

畦
車
場
を
A

衡
区
と
地
下
で
結
び
Ⅲ
台

収
容
可
能
と
な
り
ま
す
。

駐
車
場
は
公
共
畦
車
婦
で
'
w
た

で
も
利
用
す
る
こ
と
か
で
者
ま
す
。
A

・
B
衡
区
合
わ
せ
て
千
住
共
同
複
合
施

般
と
睥
び
、
延
床
面
康
1
万
莟
千
。
s
。

開
発
手
法
と
し
て
は
総
合
設
計
制
度
を

活
用
し
、
西
・
北
側
遭
路
を
6
m

に
拡

鱚
す
る
と
共
に
、
周
囲

を
3
m

以
上
の

歩
道
状
寧
曹

態
で
囲
み
ま
す
。
ま
た
、

東
側
に
は
公
鬨
空
き
地
を
と
り
、
う
る

お
い
の
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

前回はホフル導入の鰹珊・背景につい
て掲載しましたが、今回は事業のしくみ
と産業機興センターの概要についてお知
らせします。

事
業
主
体
は

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

復
合
施
設
の

建
設
は
、
区
の
第
三
セ

ク
タ
ー
で
あ
る

㈱
足
立
都
市
活
性
化
セ

ン
タ
ー
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

進
め
家

す

。
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
冫
蒔

災

施
設
は

完
成
時
に

区
が
一

い

取

り
、
公
共
駐
車
場
は
、
活
性
化

セ

ン
タ
ー
が
都
区
駐
車
場
整
爾
基
金

か
ら
低
利
な
あ
っ
せ
ん
融
資
を
活

用
し
建
設
し
ま
す
。
こ

の
基
金
は

区
で
は
利
用
で
き
ず
、
民
間
や
第

一
三
セ
ク
タ
ー
し
か
利
用
す
る
こ

と
が
で

き
ま
せ
へ

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
も
つ

有
利
性
夲
最
大
限
活
用
し
ま
す
。

ホ
テ
ル
は
、
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
取

府
系
金
融
機
関
等
か
ら
融
資
を
受
け
建

設
し
、
新
た
に
設
立
す
る
経
営
会
社
に

貫
貸
し
ま
す
。
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
と

っ
て
は

、
賃
貸
科
と
い
う
固
定
収
入
が

入
る
こ
と
に
な
り
、
安
定
し
た
返
済
計

回
が
た
て
ら
れ
ま
す
。
資
産
所
有
と
経

奮
を
分
離
し
、
事
業
収
入
の
安
定
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
経
営
は
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー

と

ホ
テ
ル
の
運
営
を
行
う
㈱
東
急
ホ
テ

ル
チ
ェ

ー
ン
が
出
費
し
て
設
立
す
る

、

ホ
テ
ル
経

営
会
紅
が
行
い

ま
す
(

図
1
)

。
経
営
会
社
に
と
っ
て
は

、
従
業
員

の

雇
用
や
施
設
の
補
修
・
模
様
昏
え
等

に
即
時
対
5

で
き

。
運
営
ス
タ
ッ
フ
と

の

瀋
搆
・
飼
塵
が
取
り
や
す
い
メ
リ
ッ

ト

が
あ
り
ま
す

。

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は

新
た
な
産
業
の
殿
堂

産
巣
振
舞
セ
ン
タ
ー
は

、
区
内
窟
業

の

振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め
の
中
穣

的
な
役
割
鷽
果
た

す
施
設
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
産
業
振
興
館
夲
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ

し
、
新
た
な

罌
業
の
殿
黨
と
し
て
生

ま

れ
家
む
n
ま

す
。

技
術
革
新
・
情
報
化
・
国
際
化
と
い

っ
た
流
れ
に
、
区
内
産
業
が
適
切
に
対
5

で
き
る
よ
う
に
、情
報
・
資
料
等
の
提

供
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
、

輿
業
種
と
の

交
流
、
後
継
者
育
成
な
ど

の
機
会
と
場
を
硬
供
し
ま
す
。ま
た
、産

豪
人
だ
け
で
は

な
く
、
区
民
の

方
ど
な

た
で
も
気
瞳
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
施

設
碑
成
や
シ
ス
テ
ム
を
倹
討
中
で

す
。

地
下
―
階
に
は
、
講
演
・
展
示
会
、

イ
ベ
ン

ト
等
か
で
き
る
9

席
の

多
目
的

ホ
ー
ル
(
可
一

式
い
す
)
、
区
内
で

裂
迪

さ
れ
る

商
品
蠢

罘

す
る
ア
ン
テ
ナ
シ

ヨ
ッ
プ
等
が
あ
り
ま
す
。7
階
は
国
際

会
毒
が
可
能
な
謗
席
の
平
床
式
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
、
8
階

は
各
種
研
修
や
僉
議
に
利
用
で
き
る
研

蟒
室
・
会
鵬
室
が
入
り
ま
す
。
9
階
に

は
区
内
産
業
振
興
の
根
と
な
っ
て
い
る

各
機
関
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

効
果
的
な
産
業
振
興
を
目
指
し
穿
y
。

ま
た
、
1
0
階
に
は

産
業
振
興
課
・
活
性

化
セ
ン

タ
ー
等
の

事
鵬
室
が
入
り
ま

す

。な
お

、
区
に

提
出
さ
れ
た

「
足

立
区

に
お
け
る
ホ
テ
ル
雇
設
に
つ
い
て
の
住

民
投
票
に
閧
す
る
采
例
」
は

、5
月
2
7

日
の
区
臨
会
で
否
決
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の

璞
合
施
設
は

、
平
成
9

年
1
月

に
着
工
し

、1
1牟
秋
に
開
業
予
定
で
す

。

次
回
は

、
事
業
費
を
中
心
に
お

知
ら
せ

し
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は

地
域
振
興
都
副
参
事
(
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
整
備
)

『酋
(
5
2
4
4
)
7
3
7
3
(
!

瑾
性
化
セ
ン
タ
ー
)

足立区ごみ減量・リサイクル推進店「Rのお店」認定店
区では、再生品の碑權的な取り

扱いや遇剰包装の自粛など、ごみ
の減量やリサイクル活動に取り組
んでいる小売店や同店街をrR の
お店亅 として皿定しています。区

民の傭さJ ご利用をお願いしま
す。また、rR のお店亅の認定を希
望する方は、こ連結ください。
陶先= リサイクル推進諌
1*3880 ―511m

: 記 鬻 噐 濤。コフW °
綾瀬地域

佐 野地域

柵W 一六弯地域

花畑・ミ 偕1・

竹の塚地峨

伊興 ・西新井地 域

鹿浜地 裁

舎人地 域
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福

祉

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
を
感
じ
た
り
、ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。次
の
保
育
園
で
は
、経
験
豊
か
な

保
母
が
育
児
相
談
を
行
つ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
よ
う
気

軽
に
ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。相

談
方
法
は
電
話
お
よ
り
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日
=

奥
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
1
1
9
1
2
3
)

・・・
毎
週

月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

新
田
保
育
園
(

新
田
2

―
1
―
1
0
)
・・・

毎
週
火
・
金
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

東
保
育
園
(
東
和
5
1
5
1
2
3
)・・・毎

週
水
・
土
曜
日

0
5
0
(
1
0
8
)
3
8
6
9

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
問
先

=
保
育
振
興
係

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

福
祉
事
務
所
案
内

□
生
活
に
お
困
り
の
方

内
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
滅
つ

た
と
き
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま

た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特

殊
穫
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常
生

活
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
寝
た
き
ひ
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
し
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
客
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
(
休

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
～
4
時

に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
陣
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
母
子
寮
へ
の

入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
合
な
ど
を
、
無

料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で
利
用
で
き
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
」の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
(
年
―
泊
ま
で
)
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談
…
児
童

福
祉
司
が
、
子
供
の
養
育
や
障
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
日
時
=
毎
週
月
・
木
曜
日
、午
前

9
時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

対
象
=
妊
娠
7
ヵ
月

以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1
万
6

千
瞋
円
以
下
の
世
帯

―
い
ず
れ
も
―

申
・
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭

の
方
は
申
請
を

乳
幼
児
医
療
証

乳
幼
児
医
東
証
は
、3
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
が
、
医
凍
機
関
で
受
診
す
る
時

健
康
保
険
の
自
己
負
担
分
を
助
威
す
る

制
度
で
す
。
医
東
証
の
交
付
は
①
印
か

ん
(
シ
ャ
チ
(
タ
不
可
)

②
健
康
保

険
証
(
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、
健
康
保

険
証
に
名
前
が
配
入
さ
れ
て
い
な
い
時

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
)
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

問
先
=
児
童
医
療
係

第
2
回

足
立
区
生
業
資
金
の
貸
付

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
…
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一

人
い
る

賃
付
額
=
1
世
帯
S
万
円
以

内
(
予
定
利
率
1
.
9
%
、
据
置
期
間
中
は

無
利
子
)
返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
置

後
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込
=
申
込

一
を
窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民
事
務

所
、
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。
用

紙
交
付
は
7
月
1
日
か
ら
)
受
付
=

7
月
8
日
～
1
9
日
※
次
回
の
貸
付

(第
3
回
)
は
、
1
0月
中
旬
に
受
付
を

予
定
し
て
い
ま
す

申
・
問
先
=
貸
付

係

東部・西部障害

福祉総合センター

夏 休 み陶 芸 教 室

どなたでも参加できます

日
時
等
=
表
2

定
員
=
各
コ
ー
ス
1
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
1
0
0円(
粘
土
代
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
コ
ー
ス

を
明
記
し
て
、
参
加
を
希
望
す
る
セ
ン

タ
ー
へ

期
限
=
7
月
1
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
1神明
南
2
―
6
―
1
8

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
郎
陣
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

谷
在
家
3
―
1
3―
1

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表2　 陶芸教室日程

※いずれのコースも3 日間続けて参加してください。

足
立
区
長
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、9
月
8

日
に
行
う
足
立
区
長
選
挙
の
立

候
補
予
定
者
に
対
し
、
次
の
と
お

ひ
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
立
候
補

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
出
席

人
数
は
、
―
立
候
補
予
定
者
に
つ

き
2
人
ま
で
で
す
。

日
時
=
7

月
2
9日
、
午
後
2
時

場
所
=
区

役
所
帛
館
1
2階
会
議
室

問
先
=

選
挙
管
理
委
員
会

ご
利
用
く
だ
さ
い
　就
学
相
談

教
育
研
究
所
で
は
、
来
年
4
月

に
小
学
校
へ
入
学
す
る
、
心
身
に

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら

よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
=
月
曜
日
～
金
暄
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
1
午
後
5
時

※
ま
ず
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

場
・
申
・
間
先
=
教
育

研
究
所
就
学
相
談
担
当

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

第46回社会を明るくする運動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
助
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
て
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
。
法
務
省
の
呼
ぴ
か
け

に
よ
る
全
国
的
な
連
動
で
す
。
区

で
は
、
区
長
を
委
員
長
と
し
て
、

保
護
司
会
を
は
じ
め
、
関
係
者
と

実
施
委
員
会
を
般
置
し
ま
す
。

今
年
は
「
少
年
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
の
た
め

、
地
域
住
民
の

理
解
と
参
加
を
求
め
る

」
を
重
点

目
標
に

。7

月
か
ら
8

月
に
か
け

て

、
区
内
各
地
域
で
ミ
ニ
集
会
や

講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活

動
を
行
い
ま
す

。7
月
1
日
(
月
)
、

午
前
8

時
か
ら
、
北
千
住
、
綾
瀬
、

西
新
井
、
竹
ノ
塚
の
各
駅
頭
で
テ

ィ
ッ
シ
ュ
と
応
急
パ
ン
を
配
布

し

、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行
い

ま
す

。

□
B
B
S

運
動
を
ご
存
じ
で
す
か

非
行
少
年
の
更
生
や
非
行
防
止

の
た
め
、
人
間
愛
と
奉
仕
の
精
神

で

、
余
暇
を
恬
用
し
て
種
々
の
実

践
活
動
受

付
い

、
明
る
い
社
会
を

つ
ぐ
る

自
主
的
な
青
年
運
鬮
で
す
。

問
先
=

民
生
係

自転車放置禁止区域

～五反野駅付近～
「
一
台
く
ら
い
な

ら
・・・
」
と
置
い
た
自

転
車
が
歩
く
人
の
邪

魔
に
な
り
街
の
迷
惑

と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の

お
お
む
ね
絮
m
以
内

を

、
自
転
車
放
置
禀

止
区
域
に
指
定
。
禀

止
区
域
内
の
放
置
自

転
車
は
、
区
が
撤
去

し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
、
引
き

取
る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴

収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

五
反
野
駅
周
辺
は
、

銀
行
や
ス
ー
パ
ー
等
の

前
の
道
路
に
放
置
自
転

車
が
多
く
、
歩
行
者
が

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
通

勤
・
通
学
、
買
い
物
等

で
駅
周
辺
を
利
用
す
る

方
は
、
で
き
る
だ
け
歩

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
自
転
車
の

場
合
は
、
必
ず
自
転
車

置
き
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
北
畦
車
場
・
:足
立
4
―
1
7―
2
5

先
(
3
8
8
7
)
3
7
0
6

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
第
1
駐
車
場
・・・
足
立
3
-
2
9

(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

五
反
野
第
2
駐
車
場
…
足
立
4
1
4
0

(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
放
置
自
転
車
撤
去
先

加
平
移
送
所・・・加
平
2
-
1
7
1
6
先

問
先
―
自
転
車
係

五反野駅周辺自転車放置禁止区域

□ 減 らそう　自動車騒音! 　 現在、自 動車交 通騒音低減対策を実施しています。特に安眠時間帯 の騒音低減に努めまし ょう。
間先= 警視庁 都市交通対策 課　3581 ―4321
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年

金

障
害
・
遺
族
基
礎
(旧
母
子
)
年
金

を
受
け
て
い
る
方
へ

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

次
の
方
へ
「
現
況
届
」
の
用
紙
(
(

ガ
キ
形
式
)
を
6
月
末
日
に
郵
送
し
ま

す
。

対
象
=
障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧

母
子
)
年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
次
の

方・
:
2
0歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金
か

ら
切
り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)
年
金
の
受
給
者

※
「
現
況
届

」
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で

す
。必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、

近
く
の
区
民
事
務
所
で
証
明
を
受
け

て
、7
月
3
1日
ま
で
に
国
民
年
金
課
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
時
に

「
所
得
審
査
」
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の

で
、
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
前
年
分

(平
成
7
年
中
)
の
所
得
に
つ
い
て
区

民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
(
1
月
1

日
現
在
の
住
所
地
で
お
こ
な
っ
て
く

だ
さ
い
)

問
先
=
給
付
係

2
0歳
に
な
っ
た
方
は
学
生
も

年
金
に
加
入
の
手
続
き
を

3
年
4
月
1
日
か
ら
2
0歳
以
上
の
学

生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。2
0歳
か
ら
加
入
し
て
6
0

歳
ま
で
4
0年
間
保
険
料
を
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、6
5歳
か
ら
満
額
の
年
金

受
給
資
格
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な

つ
た
と
き
な
ど
、
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
加
入
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
方
は
、
近
く
の
区
民
事
務
所
ま

た
は
、
国
民
年
金
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
先
=
適
用
係
・
保
険
料
係

ね
ん

き
ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
7
月
3
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
課

前

間
先
=
推
進
係

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同
じ

月
に
同
じ
病
院
等
で
治
療
を
受
け
、
支

払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金
額
(
自
己

負
担
限
度
額
)
を
超
え
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
ひ
超
え
た
金
額
が
国
保
か
ら
戻

る
制
度
で
す
。

自
己
負
担
限
度
額
=
6

万
3
千
6
0
0円(
6
月
診
療
分
か
ら
。

5
月
診
療
分
ま
で
は
6
万
3
千
円
)
/

住
民
税
非
課
税
世
帯
3
万
5
千
伽
円

申
込
=
該
当
し
た
世
帯
に
は
、
診
療
月

か
ら
2
～
3
ヵ
月
後
に
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
申
請
書
が
届
さ
ま
し
た
ら
国

民
健
康
保
険
課
へ
(
郵
送
で
も
可
)

申
・
問
先
=
保
険
給
付
係

保
険
証
の
再
交
付

国
民
健
康
保
険
証
を
紛
失
、
汚
損
し

た
と
き
は
、
再
交
付
し
ま
す
。
印
か
ん

を
お
持
ち
の
う
え
、
窓
口
で
再
交
付
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険

証
は
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。た
だ
し
、

す
ぐ
に
窓
口
で
受
け
取
り
た
い
場
合

は
、
官
公
署
発
行
の
住
所
、
氏
名
が
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔

写
真
貼
付
で
特
殊
加
工
さ
れ
て
い
る
も

の
)
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
確

認
の
う
え
、窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
(
同

一
世
帯
の
方
の
申
請
も
可
)
。な
お
、
保

険
証
が
郵
送
に
な
る
場
合
で
、
至
急
、

診
療
を
受
け
た
い
と
き
は
「
資
格
取
得

証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
医
東
機
関

に
提
出
す
る
と
区
医
師
会
、
歯
科
医
師

会
お
よ
び
柔
道
接
骨
師
会
の
協
力
に
よ

り
、
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
加
入
者
ま
た

は
同
一
世
帯
の
方
が
保
険
料
の
領
収
書

な
ど
を
持
参
の
う
え
、
申
請
を
し
た
場

台
に
限
り
発
行
し
ま
す
。

申
先
=
各

区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資
格
賦
課
係

生
活
環

境

大
気
汚
染
の

測
定
結
果
が
出
ま
し
た

区
で
は
、
大
気
を
常
時
測
定
す
る
た

め
、
大
気
監
視
室
を
区
内
に
3
ヵ
所
段

置
し
て
い
ま
す
(
千
住
・
鹿
浜
・
東
和

監
視
室
)
。7
年
4
月
～
8
年
3
月
ま
で

の
測
定
結
果
で
は
、
二
酸
化
硫
黄
は
全

監
視
室
で
環
境
基
準
を
達
成
で
き
ま
し

た
。
一
方
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
・
二
酸

化
窒
素
・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
3

項
目
は
全
監
視
室
で
環
境
基
準
は
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
酸
性
雨

の
常
時
測
定
の
結
果
、p
H
値
は
4
.
7と

や
や
強
い
酸
性
度
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

大
気
汚
染
の
主
な
原
因
は
自
励
車
の
排

気
ガ
ス
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
ひ
か
え
る
よ

う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

表3　 環境基準との比較

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
解
消
の
た
め

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

4
月
1
日
に
「
東
京
都
足
立
区
テ
レ

ビ
ジ
ヨ
ン
放
送
の
受
信
障
害
の
解
消
に

関
す
る
条
例
」が
、制
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信

障
害
対
策
の
推
進
に
関
す
る
要
綱
」
に

つ
い
て
も
、8
月
1
日
か
ら
運
用
予
足

で
す
。
新
た
に
受
信
障
害
の
原
因
と
な

る
建
物
等
の
建
築
主
の
方
の
た
め
の
都

市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た

「
原
因
者
負
担
制
度
」
の
く
わ
し
い
負

徂
基
準
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
だ
ち

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=

環
境
課
電
波
障
害
対
策

ご
存
じ
で
す
か

前
納
報
奨
金
制
度

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
普
通

徴
収
分
は
、
7
月
1
日
ま
で
に
一

度
に
年
税
額
を
納
め
る
と
、
前
納

報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
金
額

は
全
期
前
納
用
納
付
書
に
記
載
し

て
あ
ひ
ま
す
(
第
4
期
分
の
1
0
%

に
相
当
す
る
額
で
2
万
5
千
円
限

度
)
。
納
め
る
と
き
は
、必
ず
「
全

期
前
納
用
納
付
書
」
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
(
あ
ら
か
じ
め
報
奨
金
額

は
差
し
引
い
て
あ
り
ま
す
)
。
納

付
=
各
金
融
機
関
、区
民
事
務
所
、

納
税
課
窓
口

問
先
=
納
税
課
収

納
係

足
立
区
職
員
(
保
母
)
募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な

る
明
る
く
元
気
な
人
材
を
募
集
し

ま
す

。
な
お

、
採
用
は
原
則
と
し

て
来
年
4

月
以
降
と
な
り
ま
す

。

選
考
日
=
8

月
2
5
日
(

日
)

募

集
人
員
=

約
2
0人
(
Ⅱ
類
・
Ⅲ
類
)

受
験
資
格
=

Ⅱ
類

昭
和
4
2
年
4

月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年
4

月
1

日

ま
で
に
生
ま
れ
た
保
母
資
格
を
有

す
る
方
の
中
で

、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
・・・
厚
生
大
臣
の
指

定
す
る
保
母
養
成
所
を
卒
業
し
た

方
(
9

年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込

の
方
も
受
験
可
)
/
3

年
度
以
降

の
保
母
試
験
(

国
家
試
験
)

に
合

格
し
た
方
/

保
母
資
格
取
得
後
実

務
経
験
2

年
以
上
の
万

Ⅲ
類
・・・
昭
和
4
2
年
4

月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
保
母
の
資
格
を

有
す
る

万

申
込
=

所
定
の
選
考

申
込
書
F

通
を
持
参
ま
た
は
郵
送

(
簡
易
書
留
に
限
る
)

受
付
時
間
=

午
前
9

時
1

午
後
5

時
(
土
離
日

、
日
曜
日

、
休
日
を

除
く
)

期
限
=
8

月
2
日
消
印

有
効

申
・
問
先
=

人
事
係

し ょうぶ沼公園

も
し
も
の
と
き
に
お
役
に
立
ち
ま
す

交
通
災
害
共
済

交
通
災
富
共
済
と
は
、
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
場
台
に
見
舞
金
を
支
給
す
る

事
業
と
し
て
、
昭
和
4
3年
か
ら
東
京
2
3

区
役
所
が
共
同
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
通
動
・
通
学
で
利
用
し

て
い
る
電
車
や
バ
ス
、
自
転
車
・
自
動

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
身
近
な
も
の

か
ら
、
船
舶
・
航
空
機
な
ど
幅
広
く
、

交
通
に
よ
っ
て
人
身
事
故
に
あ
っ
た
と

き
な
ど
が
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

2
3区
内
に
住
所
が
あ
る
方
な
ら
年
齢

に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
2
3区
内
の
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど
の

金
融
機
関
(
郵
便
局
は
除
く
)
に
あ
る

加
入
申
し
込
み
書
に
掛
金
を
添
え
て
申

し
込
む
だ
け
で
す
(
1
0人
以
上
の
団
体

は
直
接
共
済
窓
口
へ
)
。

掛
金
は
年
額
5
0
0円・
千
円
・
2
千

円
の
3
種
類
(
い
ず
れ
も
一
括
払
い
)
。

見
舞
金
は
掛
金
2
千
円
の
場
合
、
死
亡

時
で
6
0
0万円
。
さ
ら
に
交
通
遺
児
に
は
5
0

万
円
(
子
供
L
人
に
つ
き
)
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ

、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

問
先
=
交
通
災
害
共
済

4
才
か
ら
中
学
生
ま
で
と
、7
0歳
以

上
の
区
民
の
方
が
、
不
幸
に
も
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、
交
通
災
害
共

済
加
入
、
未
加
入
に
か
か
わ
ら
ず
、
区

か
ら
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
交
通
安
全
係

掲
示
板

□
昼
間
都
民
モ
ニ
タ
ー
募
集

対
象
=
4

月
1

日
現
在
、2
0
歳
以
上
で

都
外
に
居
住
し

、
都
内
に
通
勤
ま
た
は

通
学
さ
れ
て
い
る
方
(

日
本
語
が
で
き

る
外
国
人
を
含
む
)

※
都
お
よ
び
都

内
市
区
町
村
に
勤
務
す
る
公
務
員
は
除

く

定
員
=

Ⅲ
人

応
募
=

官
製
(

ガ

キ
に
作
文
「
都
政
に
の
ぞ
む
こ
と

」(
簡

潔
に
)
/

住
所
、
氏
名

、
年
齢

、
性
別

、

職
業

、
電
話
番
号
を
明
記

申
込
期
間
=
7

月
1

日
～
2
2
日
(
当
日
消
印
有
効
)

申
・
問
先
=

都
・
都
民
広
聴
課

〒
1
6
3

―
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
1
8
1
1

(
5
3
8
8
)
2
2
4
1

□
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

短
期

講
習

「2

級
工
業
簿
紀
I

・
1
1
科
」
受

講
生
募
集

日
時
=
9
月
2
日
～
1
0
月
2
5
日
の
月
・

水
・
金
曜
日
、い
ず
れ
も
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
5
5
分
対
象
=
日
商
2
級
簿

記
受
験
を
目
指
す
在
職
者

定
員
=
5
0

人

費
用
=
3

千
円

申
込
=
7

月
2
3

日
に
直
接
来
校
(

抽
選
)

申
・
問
先
=

足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
製
靴
技
能
購
座
(
裁
断
コ
ー
ス
)

日
時
=
7
月
2
2
・
2
3
・
2
4
・
2
9
・
3
0
・

3
1
日
(
全
6
日
間
)
、午
後
6
時
～
9
時

1
0分

定
員
=
1
2人
、
費
用
=
無
料

申
込
期
間
=
7
月
8
・
9
日
、
午
前
9

時
～
午
後
7
時

申
・
問
先
=
足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校
台
東
分
校

(
3
8
7
6
)
2
9
9
8

□
足
立
東
高
校
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時
=
8
月
5
日
～
9
日
、午
前
9
時
～

正
午

内
容
=
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算

の
ソ
フ
ト
を
学
び
ま
す

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
公
開
講
座
希
望
」
と
明
記

期
限
=
7

月
2
5日
(
消
印
有
効
)

申
・
問
先
=

足
立
東
高
校

〒
1
2
0大谷
田
2
―
3

―
5
　
(
3
6
2
0
)
5
9
9
1

□
労
働
講
座
「
高
齢
者
と
生
き
る
」

日
時
=
7
月
4
・
9
・
1
1日
、
午
後
6

時
1
5分
～
8
時
4
5分

場
所
=
ル
ミ
ネ
7

階
ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン

定
員
=
囘
人

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話
、F
A
x
、

郵
送

申
・
問
先
=
王
子
労
政
事
務
所

〒
1
1
4北区
岸
町
1
1
6
-
1
7

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

F
A
X
(
3
9
0
6
)
2
0
3
6

□ 目の健康講座　日時=7月13日( 土) 午後O時30分～2時30分　場所=有楽町・よみうりホール　内容=「老化と目」　費用=無料　申込=官製ハガキに住所、
氏名、年齢、職業 、「目の健康講座」と明記　問先 東京都眼科医会　〒160新宿区三栄町8 ルネ三栄町2F　3353- 8383
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ご
利
用
く
だ
さ
い

区

民

相

談

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ

各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
た

こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
)
。
場
・
問
先
=

広
聴
相
談
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
―
1
7

―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※ 土曜・日 曜・祝日はお休みです
◎ 住宅修繕等をお考えの方 へ、区内 雇築業者の 遭合団体を通じ施工業者を紹介し ています。

電話でお申し 込みください

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
9
月
号

新
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」に

投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
、
7
月
号
か
ら

区
民
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
掲
載
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
9
月
号
の
テ

ー
マ
は
「リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
考
え

る
」
。1
2
月
か
ら
、事
業
系
ご
み
が
全
面

有
料
化
に
な
る
こ
と
、
平
成
1
2年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
清
掃
事
業
の
区
移
管
な

ど
、
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
環

境
は
年
々
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
あ
な
た
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
選
考
の
上
、
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
方
に

は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
9
月

号
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
特
集
も
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
原
稿
を
特
集
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す

申
込
=
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
考
え
る
」
を
枷
字
程
度
に
ま

と
め
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

期
限
=
7
月
1
0日

申
・
問
先
=
広
報

課

〒
跏
中
央
本
町
1
―
1
7―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

情 報 コ ー ナ ー

世帯 と人 口( 8 年6 月1 日 現在)

世 帯　　　263, 810
人 口　　　637, 419 人

男 323, 054人
女 314, 365 人

青 年 セ ン タ ー の 催 し
□ 子育てセミナー豊かな心を育
てよう～子どもと音楽～
日時=7月4日( 木) ・11日( 木)
( 全2回) 、午前10畤～正午場所
= 青年センタ ー 対象= 幼児のい
るお母さん 定 員=15 人( 先着順)
費 用= 無料 申 込= 電話 ※ お子
さんの保育を 行い ます
□ 青年 ポランテ イア・ワークキ ャ
ンプ参加者募集
群馬県榛名町の老人ホーム 「新

生会」で、1 週潤の宿泊ポランテ

イア体験を行ないます。おとしよ
りや新しい仲間との出会い、老人
ホームで働くたくさんの人達との
出会いを通して、自分を見つめ社
会を考えます。日程=8月19日～
24日対象=高校生以上の10代～
20代の 青年 定員=23 人 費用=1
万円
――いずれも――

申・問先= 青年センター
3890―0061

消費者講座受講生募集

「知って 得 する
夏休み旅行計画」
「おトクな切符の買い方ってある
の?」「パック旅行はトラブルだら

け?」など旅を楽しむために、ぜ

ひ知っておきたい話です。日時

=7月4日( 木) ・5日( 金) 、いず

れも午後2時～4時堤所=エル
・ソ フ ィ ア 対 象= 区 内 在 住 ・在

勳 の 方 内 容 ・ 講 師=1 日 目 …

「切 符 のか し こ い 買 い方 」はら ひ ろ

し 氏( ト ラ ベ ル ジ ャー ナリ スト) / 2

日 目・・・「パ ック 旅 行 を 楽 し む た

め に 」菅 生 洋 氏( 劭 日 本 旅 行業 観会

法 務 弁 済 部 副 耶 長) 費 用= 無 料
申 ・問 先= 消費 者 セ ン タ ー

3880 ―5385

第1 回国際交流講演会

オ ース ト ラ リ ア の
生活と文化について
( 財) 足立区国際親善観会の特別非
常勤として活躍中のマリアン・フ
ォガティ氏を招いて母国オースト
ラリアについて、日本語で紹介し
てもらいます。日時=7月19日
( 金) 、午後2時～3時場所=区
役所南館13階大会議室A 費用=
無料 申 込= 当日直接会場へ 問
先= 国際交 流　3880 ―5111㈹

△ 講 師 のマ リア ン ・ フ ォガ テ ィ氏

ちびっこ野菜収穫オリエンテーリング
日時=7 月27日( 土) 、午前9 時30
分( 雨天決行) 集合場所= 西保
木間公園 対象= 区内在住の小学
生とその親50組( 抽選)
内 容= 親 子 でク イ ズ をし な

が ら 各 農 園 を回 り 、野菜( ジ
ャガ イ モ 、小松 菜、枝豆 等)

を 収 穫し ま す ※ 弁 当 、 水
筒 、軍手 、レ ジ ャー シ ート を

持 参し て くだ さ い 費 用=

無 料 申 込= 往 復 ハ ガ キ に

住 所 、親 子 の 氏 名 、年 齢、電
話 番 号 、「ちび っ こ 野 菜 収 穫

オ リエ ン テ ーリ ン グ 希 望 」

と 明 記( 返 信 用 に も 住所 、

氏 名を 記入 し て く ださ い)
期 限=7 月7 日 必着 主 催=

足 立区 農 業 牛 庠 者 クラ ブ

申・問先= 農産係 〒120中央本
町1 ―17―1
3880―5111㈹

第

1
8

回

足
立
の
花
火

日時=7月25日( 木) 、午後7時15
分～8時45分( 打上開始、午後7
時30分) ※ 荒天の場合は26日に
順延 場所= 荒川河川敷( 千住新

橋～西新井橋間)問先=観光協
会事務局( 産業振興課内)
3880―5111㈹

◆ 夏休み　親と子の施設見学会◆
日時等=下表のとおりコース=
消費者センター( 紙すき体験) ～
都市農業公園～ギャラクシティ～
生 物園 費用= 無 料( 昼食の準備
をお 願いします) 申込= 往復八
ガ キに参加者全員( 団体の場合は

代表名) の住所、氏名、年齢、電
話番号、希望日を明記 期限=7
月5 日必着 申・問先= 広報課
〒120中央 本町1- 17- 1
3880―5111 ㈹

※ いずれも午前9時30分～午後4時( 予定) 。集合場所は消費者センター( エル・
ソフィア内) に直接集合となります

臨時休館のお知らせ
□ 郷土博物館
客虫・カピなどの防除作業 のた

め、7 月2 日( 火) は臨時休館し
ます。 問先= 郷土 隊物館
3620 ―9393

□ 図書館
図書特別塵理のため次のとおり

休館します。ご不便をおかけしま
すが、他の図麈館をご利用くださ
い。　東和図書館… 7月7日～
16日　やよい図書館・舎人図書館
・興本図 書館・鹿浜図書館… 7 月

12日～21日　保塚図書館… 7月13
日～22日問先=中央図書館
3840 ―4646

□ 生涯学習館( 放送 大学東京第三
学習センター併設)
殺虫消毒作業等のため、休館し

ます。　別館… 6月30日旧) 　
本館・・・7月1日( 月) ※ 7月

22日～31日は放送大学試論期間の
ため、生涯学習館の貸し 出しを中
止します 間先= 生涯学習館
3605―7181

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. S. C　270, 000


